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研究成果の概要（和文）： 本調査によって、セラヤリーズ語は、埋め込み文を 1 つ持つ WH 疑

問文において、論理的可能なチェインの組み合わせ（movement and resumption の組み合わせ）

全て 4 通りを容認することを示した。これは、アイルランド語において、埋め込み文を 1 つ持

つ WH 疑問文において movement and resumptionの組み合わせによる 6 つの論理的可能なチェイ

ンが存在することと並行的であり、本研究は、人間言語のチェイン形成は、movement と

resumption を原理的に自由に使用できることを証明した。さらに、本調査によって、スペイン

語の WH 移動と主語述語の倒置の間には相関がなく、スペイン語は、これまで、可視的連続循

環移動を示す言語であると考えられていたが、そうではないことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： This research made it clear that Selayarese allows 4 chain patterns in a 
wh-clause with one embedding making use of possible combinations of movement and resumption. This 
is parallel to the situation in Irish, which allows 6 chain patterns in a wh-clause with one embedding 
making use of possible combinations of movement and resumption. Therefore, this research proved that 
chain formation in human language can make free use of movement and resumption in principle. 
Furthermore, this research also made it clear that in Spanish, there is no correlation between 
subject-predicate inversion and wh-movement, so that wh-movement in Spanish has turned out not to 
constitute evidence for visible successive cyclicity. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 言語における移動現象は、生成文法理論の

枠組みにおける言語学の探求の中心である。
したがって、移動の結果としてのチェイン形
成メカニズムに関して、何が人間言語の共通
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の性質なのか、また、何がその相違点の要因
になっているかを明確にすることは、言語学
の主要な問題を解明するのに重要な寄与をす
ると考え、この調査を開始した。2009 年 3 月
までの、可視的連続循環移動言語であるアイ
ルランド語の調査結果の蓄積を基に、別の可
視的連続循環移動言語であるセラヤリーズ
語・スペイン語の移動現象のメカニズムも比
較調査しようと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 この研究の目的は、可視的連続循環移動言
語 3 言語（アイルランド語、セラヤリーズ語、
スペイン語）のチェイン形成メカニズムを解
明することである。アイルランド語とセラヤ
リーズ語は、WH 句が長距離移動する際の
COMP に生ずる（アイルランド語）/途中の動
詞に付加される（セラヤリーズ語）要素の性
質を調査する。スペイン語は、WH 句が長距
離移動する際の動詞と主語の倒置の可能性を、
Torrego (1984)を再調査する方法で、解明する。 
 
３．研究の方法 
 
 アイルランド語は、 Queen's University 
Belfast の Dónall P. Ó Baoill 教授から、セラヤ
リーズ語は、Tadulako University の Hasan 
Basri 教授から、母語話者によるデータの判断
を得、共同で、新たに発見されたデータに基
づいて、その言語学的意義を探る方法。 
 スペイン語は、University of Kent の Luisa 
Martí 博士とともに、スペイン語のデータに関
して、質問票を共同で作成し、マドリードで、
アンケート調査をし、その結果を統計分析し、
それに基づいて、その言語学的意義を探る方
法。 
 
４．研究成果 
 
 査読付きジャーナルに 1 本掲載された。ま
た、アブストラクトに査読があった論文は、
予稿集に 16 本掲載された。 
 学会発表は、合計 29 回行った。 
 アイルランド語に関しての研究成果は、以
下の 14 章からなる本の出版である。 
 
Maki, Hideki and Dónall P. Ó Baoill (2011) 
Essays on Irish Syntax. Tokyo: Kaitakusha. 
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